
目標

対象

日数 0.5日

時間 2:00

科　目　名 時間数

デザイン思考 2:00

講師

デジタル人材育成研修

デザイン思考(※ライブ配信型)

・自治体ＤＸ推進の目的を理解し、自分事として取り組む必要性を認識する。
・デジタル技術を前提として行政サービスの改善・設計を行っていくにあたり、"ユーザー"としての住
民を中心に課題を発見・特定し、解決を図っていく考え方と手法を理解する。

全職員

研修日程
【第１回】 ７/28（火） 【第２回】 ２/４（木）

各回午後実施（13：30～15：30）

外部有識者

研修所メッセージ

・この研修では、ＤＸ推進・課題解決のための手法として注目を集めている「デザイン思考」を学びます。
・サービスを利用する際の利用者の一連の行動に着目し、サービス全体を設計するという、サービスデザイン等
の分野で長年採用されてきた思考法を学ぶことで、「利用者にとって使いやすい行政サービス」実現への一助と
してください。
・全日程、ライブ配信のみで実施します。研修環境等の整備が難しい場合には、研修所に来所いただければ、設備
の貸し出しが可能です（その場合は事前に各団体研修担当者を通じてご相談ください）。

科　目　内　容 方　　法

・自治体DXのアプローチ
・デザイン思考の意義
・デザイン思考の具体例
・デザイン思考の実践方法
・デザイン思考と業務・サービス改革

講　　義

参加した研修生の声

・デザイン思考を学ぶことで目的が明確でない、効果の薄いDX化を防ぎ、ユーザーの求める改善を実現するた
めのノウハウを取得することができた。
・事業を実施する際、ユーザーのメリットを考えることはよくあったが、痛みに着目することはあまりなかったた
め、新たな気づきを得ることができた。今後、意識してみたい。
・現在窓口改革を行っているため、ジャーニーマップを取り入れ、より具体的な課題の洗い出しに活用したい。
・研修時間が短く感じた。特にジャーニーマップは実際体験してみないと実用レベルで利用するのが難しいと思
うので、ジャーニーマップの全項目を作成する内容を研修に組み込んでほしい。

実施科目


